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笑顔とがんばりの町

おのまち広
報

寿大学開講寿大学開講
第 43 期寿大学が開講しました。第 43 期寿大学が開講しました。
学生たちは仲間とともに趣味や運動などのクラブ学生たちは仲間とともに趣味や運動などのクラブ
活動を楽しんでいました。活動を楽しんでいました。
（関連ページＰ７）（関連ページＰ７）
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第
３
回

こ
ま
ち
桜
回
廊
ま
つ
り
開
催

　

第
３
回
こ
ま
ち
桜
回
廊
ま
つ
り
が

４
月
29
日
、
商
工
会
前
広
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
ま
ち
桜
回
廊
に
満
開

の
桜
が
咲
き
誇
る
中
、
延
べ
４
０
０

人
が
来
場
し
、「
カ
ヌ
ー
で
お
花
見

体
験
」や
小
町
夢
太
鼓
に
よ
る
太
鼓

の
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム〝
ウ
ラ
〞

に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。
夕

方
に
は
か
が
り
火
が
灯
さ
れ
、
夜
桜

と
流
し
踊
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

満
開
の
桜
の
下
で
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高柴山

矢大臣山

Mt.Takash iba

Mt.Yadaijin

1_祈願祭の様子／ 2_登山者代表で玉串
奉典をする藤田邦弘さん（白河市）／ 3_
たくさんの登山者でにぎわう展望台／
4_満開となったヤマツツジ

高
柴
山
・
矢
大
臣
山

山
開
き開催

　

高
柴
山
山
開
き
が
５
月
27
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

晴
天
に
恵
ま
れ
、
新
緑
薫
る

高
柴
山
に
県
内
外
か
ら
約
１
，

４
０
０
人（
浮
金
登
山
口
）が
登

頂
し
ま
し
た
。
山
頂
で
は
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
シ
ー
ズ
ン

中
の
無
事
故
や
震
災
復
興
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
６
月
２
日
に
は
矢
大
臣

山
山
開
き
が
行
わ
れ
、
暖
か
な

日
差
し
の
下
、
約
３
０
０
人
が

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
山
頂

で
は
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
や
ア
ズ
マ
ギ

ク
が
見
頃
を
迎
え
、
登
山
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

登
山
者
の
無
事
や
震
災
復
興
を

祈
願
し
、
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

5_ 満開のツツジを満喫する登山者／
6_可憐に咲くアズマギク／ 7_ 祈願祭
の様子／ 8_登山者代表で玉串奉典を
する高橋陽子さん（白河市）

12

34

56

78
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小野新町小学校飯豊小学校

夏井第一小学校浮金小学校

町内各小学校運動会

　

町
内
４
つ
の
小
学
校
の
運
動
会
が

５
月
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
晴

天
の
下
、
絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な

り
、
各
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
校
庭
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。

　

４
月
に
入
学
し
、
初
め
て
の
運
動

会
と
な
る
一
年
生
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
元
気

な
笑
顔
で
演
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
中
高
学
年
の
児
童
は
、
準

備
・
放
送
係
な
ど
、
演
技
以
外
で
も

活
躍
し
、
運
動
会
を
成
功
に
導
き
ま

し
た
。 青空が広がる中、

元気な声が響き、
笑顔が輝く

　

応
援
に
駆
け
付
け
た
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
心
温
ま
る
声

援
と
、
健
闘
を
た
た
え
る
拍
手
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

小
野
新
町
小
学
校

　
『
希
望
を
胸
に
絆
を
信
じ
勝
利
を

め
ざ
せ
！
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

全
校
児
童
３
８
９
人
で
取
り
組
み
ま

し
た
。
１
・
２
年
生
に
よ
る
紅
白
玉

入
れ
で
は
、
今
ま
で
練
習
し
た
成
果

を
出
し
切
ろ
う
と
、
一
生
懸
命
に
紅

白
の
玉
を
投
げ
、
勝
利
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

飯
豊
小
学
校

　
『
紅
の
闘
魂
！
今
年
も
紅
組
の
底

力
を
見
せ
て
や
る
Ｚ（
ゼ
ッ
ト
）
！
』

『
光
れ
光
れ
い
な
づ
ま
の
よ
う
に
！

お
れ
た
ち
は
運
動
会
王
に
な
る（
白

組
）
！
』

　

そ
れ
ぞ
れ
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
勝
利
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し

た
。 ５/

　19
５/
　19
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浮
金
小
学
校

　
『
無
限
の
パ
ワ
ー
!!
汗
出
せ
！
声

出
せ
！
力
出
せ
！
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
多
く
の
保
護
者
や
地
域
の

方
々
が
参
加
し
、
運
動
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
６
年
生
が
背
負
っ
た
か

ご
に
玉
を
入
れ
る「
追
い
か
け
玉
入

れ
」で
は
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
が

一
生
懸
命
か
ご
を
追
い
か
け
、
玉
を

投
げ
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

各
幼
児
施
設

　

各
小
学
校
で
行
わ
れ
た
運
動
会
に

は
、
各
幼
児
施
設
か
ら
も
園
児
が
元

気
い
っ
ぱ
い
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
夏
井
お
お
す
ぎ
保
育

園
か
ら
は
、
３
・
４
・
５
歳
児
19
人
が

夏
井
第
一
小
学
校
連
合
大
運
動
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

年
長
児
の
宝
ひ
ろ
い
の
か
け
っ
こ

は「
来
年
は
僕
た
ち
私
た
ち
が
一
年

生
！
」と
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
気
持
ち
が
、
応
援
の
皆
さ
ん
に

も
伝
わ
る
元
気
な
走
り
で
し
た
。
続

く
３
・
４
歳
児
の
宝
ひ
ろ
い
で
は
、

４
月
に
入
園
し
た
ば
か
り
で
泣
い
て

い
た
園
児
も「
よ
ー
い
ド
ン
」の
合
図

に
大
張
り
切
り
で
、
拾
っ
た
宝
物
を

得
意
気
に
お
う
ち
の
人
に
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

お
う
ち
の
人
と
踊
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
親
子
ダ
ン
ス
の「
ド
コ

ノ
コ
ノ
キ
ノ
コ
」で
は
、
お
そ
ろ
い

の
飾
り
に
親
子
の
笑
顔
が
花
を
添
え

ま
し
た
。

　
　
　
　
　

夏
井
第
一
小
学
校

　

快
晴
の
空
の
下『
楽
し
も
う
！
み

ん
な
大
好
き
運
動
会
』を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
児
童
と
保
護
者
、
地
域

の
方
々
が
一
緒
に
楽
し
く
競
技
や
演

技
を
行
い
ま
し
た
。
３
年
生
か
ら
６

年
生
が
披
露
し
た
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
で

は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発

揮
し
、
低
学
年
生
や
保
護
者
、
地
域

の
方
々
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

５/
　26・19

　

保
育
園
の
演
技
の
後
は
、
小
学
校

の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
の
活
躍
を

応
援
し
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
飯
豊
ひ
ま
わ
り
保
育
園
か
ら

は
20
人
が
飯
豊
小
学
校
の
運
動
会

に
、
浮
金
つ
つ
じ
児
童
園
か
ら
は
18

人
が
浮
金
小
学
校
の
運
動
会
に
そ
れ

ぞ
れ
参
加
し
て
、
か
け
っ
こ
や
ダ
ン

ス
を
頑
張
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
行
事
に
親
子

で
楽
し
く
参
加
で
き
、
素
敵
な
一
日

に
な
り
ま
し
た
。

夏井おおすぎ保育園

飯豊ひまわり保育園

浮金つつじ児童園

５/
　19

５/
　26
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　民生・児童委員の草野典子さん（塩庭一区）が平成24年春
の叙勲で瑞宝単光章を受章されました。
　受章者への勲章伝達式は５月２日に福島市で行われ、佐
藤雄平福島県知事から草野さんに勲章が伝達されました。
また６月５日に皇居「宝明殿」で行われた「平成24年春の叙勲
受章者に対する天皇陛下拝謁式」に出席されました。
　草野さんは、昭和54年５月に民生・児童委員に就任し、永
きにわたり民生・児童委員業務を務められ、その間各種の
相談活動、高齢者や子どもの見守り活動などを積極かつ継
続的に行ってきました。現在は、小野町民生委員協議会の
副会長として、協議会活動のさらなる充実、発展に尽力さ
れています。
　また平成３年９月には保護司に就任し、これまで20年余りにわたり更生保護、犯罪予防活動に取り組まれ、
小野町社会福祉協議会の理事など社会福祉分野における多くの役職を歴任されています。
　草野さんの受章をお喜び申し上げるとともに、今後ますますのご活躍をご期待申し上げます。

草野典子民生・児童委員（塩庭一区）　春の叙勲　瑞宝単光章受章
地域福祉の向上に多大な功績

國分知さん（荒町）、遠藤芳助さん（小野赤沼）　平成24年度　各種功労者知事表彰受賞
納税実績の向上、農業振興発展に寄与

　平成24年度各種功労者知事表彰が
５月９日、福島市で行われました。
　荒町第７納税貯蓄組合長の國分知
さん（荒町）は永きにわたり、小野町
納税貯蓄組合連合会長などを歴任さ
れ、住民の納税意欲の高揚と納税貯
蓄組合の発展に尽力し、納税実績の
向上に寄与したことで受賞されまし
た。
　遠藤芳助さん（小野赤沼）は永きに
わたり、たむら農業協同組合理事な

どを歴任され、農家の指導育成と関係団体の発展に尽力し、農業の振興発展に寄与したことで受賞されました。

國分さん 遠藤さん

草野さん（右）
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　小野町納税貯蓄組合連合
会総会が５月８日、多目的
研修集会施設で開かれ、納
税貯蓄組合の育成強化に尽
力された組合長に納税功労
者表彰が行われました。
　表彰された組合長は次の
方々です。（敬称略）
◆納税功労者表彰

納税功労者表彰
納税貯蓄組合の育成強化に尽力

佐藤さん 鈴木さん 石井さん

　佐藤　信之（仲町第11）、　鈴木　一夫（荒町第２）、　石井　秀行（前：南田原井宮ノ前）

まちづくりアドバイザーに沼田典
つ ね お

雄さんを委嘱
地域の特性を生かした自立したまちづくりのため

　小野町まちづくりアドバイザーの委嘱状交付式が５月22日に行われ、
沼田典雄さんが委嘱されました。
　まちづくりアドバイザーは、今年度から開始した制度であり、地域の
特性を生かした自立したまちづくりを行うため、町などに対して専門的
な見地から助言等をしていただきます。
　沼田さんは、県土木部次長をご退職後、福島県水環境活動団体交流会
世話人やふくしまけん街道交流会代表世話人などを務めています。
　町民の皆さんが参画する団体等が行う会議、講演会などへの対応も可
能です。詳しくはお問い合わせください。

問企画商工課　☎72-6939

沼田さん（右）

第43期 寿大学開講式
　第43期寿大学開講式が５月21日、勤労青少年ホームで行われました。
　寿大学は、町内の65歳以上の方を対象として毎年行われる、公民館主
催の高齢者教育事業です。今年の寿大学の入学は、男性41人、女性162人、
合計203人でした。
　開講式では、学生を代表して佐久間フサ子寿大学運営委員会副委員長
に、学長である町長から入学許可書が手渡されました。また林武智運営
委員長から「震災と原発事故からの復興を目指し、寿大学の仲間たちと
ともに楽しみながら一年間活動していきたい」と誓いの言葉が述べられ
ました。
　式の終了後、引き続きクラブ活動に入り、それぞれに教授を囲んで一

年間の目標や活動計画について話し合いが行われました。
　寿大学は、随時入学を受け付けていますので、ご希望の方は事務局までご連絡ください。

問（事務局）公民館　☎72-2125

入学許可書を受け取る佐久間さん
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緑とのふれあいの森公園　双葉翔陽高校来訪・オープニングイベント

　双葉翔陽高校の生徒や教師約140人が５月２日、緑とのふれあいの森公園を訪れ、バーべキューを楽しみました。
　これは、昨年６月に双葉翔陽、富岡、相馬農業の３高校の野球部で構成された「相双連合」チームが同公園に
招待されたことへのお礼と、学年の垣根を越えた全校生徒での交流を目的に、再度訪れたものです。
　双葉郡大熊町に所在する双葉翔陽高校の生徒は、東京電力福島第一原子力発電所の事故により、一時県内４
カ所での避難を余儀なくされました。現在もいわき明星大学内の施設を仮校舎として高校生活を送っています。
　当日は小雨でしたが、生徒たちはみんな元気に笑顔でバーベキューを楽しんでいました。
　また５月６日には同公園のオープニングイベントが開かれました。イベントには多数の来場者が訪れ、親子
で木工クラフトなどを楽しむ姿が見られました。

バーベキューを楽しむ双葉翔陽高の生徒

相良フヨさん（こまち荘）に百歳賀寿贈呈

　相良フヨさん（平田村出身・こまち荘入所中）が３
月23日、めでたく満100歳の誕生日を迎えられ、親族
や関係者の同席の下、百歳賀寿贈呈式が行われまし
た。
　贈呈式では、町長から賀寿と記念品が贈呈され、
福島県からは県知事賀寿ならびに木杯が贈呈されま
した。
　このほか、町社会福祉協議会からは花束が贈呈さ
れ、長寿を祝いました。
　フヨさんの長生きの秘訣は「明るく、何事にもくよ
くよしないこと」だそうです。

　いつまでもお幸せに長生きされますよう心からお祈りします。
　現在、小野町在住の100歳以上の方は、フヨさんを含め10人となりました。

賀寿を受け取る相良さん（中央）

オープニングイベントで木工クラフトを楽しむ親子



9 ONOMACHI　Jun_2012

Ｑ
．「
除
染
」と
は
？

Ａ
．
放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
施

設
な
ど
か
ら
、
汚
染
源
を
取
り

除
く
こ
と
で
す
。

Ｑ
．「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
」

と
は
？

Ａ
．
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
っ
て
拡
散
し
た
放
射
性
物

質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
対

処
す
る
た
め
、
国
県
、
市
町

村
、
関
係
原
子
力
事
業
者
な
ど

が
、
そ
の
問
題
解
決
に
向
け
て

行
う
べ
き
方
策
を
定
め
た
法
律

で
す
。
本
年
１
月
１
日
に
施
行

と
な
り
ま
し
た
。
放
射
性
物
質

汚
染
対
処
特
措
法
で
は『
環
境

大
臣
は
、
そ
の
地
域
内
の
放

射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
状
況

に
つ
い
て
重
点
的
に
調
査
測
定

を
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
を

「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
」と

し
て
指
定
す
る
も
の
』と
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ
．「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
」に

　
　

指
定
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
の
？

Ａ
．
こ
の
指
定
を
受
け
る
と
、
そ
の

地
域
内
の
環
境
汚
染
状
況
に
つ

い
て
調
査
測
定
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
測
定
結
果
に
よ
っ

て
、「
除
染
実
施
計
画
」を
定
め

て
除
染
を
実
施
す
る
区
域
か
ど

う
か
の
判
断
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
　

小
野
町
も
こ
の
指
定
を
受
け
て

お
り
、
全
国
で
１
０
４
市
町
村

が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
．「
除
染
実
施
計
画
」と
は
？

Ａ
．
町
民
の
放
射
性
物
質
か
ら
の
影

響
に
対
す
る
不
安
を
解
消
し
、

原
発
事
故
発
生
以
前
の
生
活
環

境
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
除
染

の
方
針（
目
標
、
期
間
、
対
象

地
域
、
優
先
順
位
な
ど
）、
除
染

の
方
法
、
除
去
物
の
処
理
な
ど

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

Ｑ
．「
除
染
実
施
計
画
」を
立
て
る
と　

ど
う
な
る
の
？

Ａ
．「
除
染
実
施
計
画
」を
立
て
、
国

（
環
境
省
）と
の
協
議
を
終
え
る

と
、
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特

措
法
に
基
づ
く「
法
定
計
画
」と

し
て
位
置
付
け
さ
れ
て
、
こ
の

計
画
内
容
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る

事
業
費
に
つ
い
て
、
国
か
ら
財

政
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．「
除
染
実
施
計
画
」の
策
定
区
域　

の
要
件
は
？

Ａ
．
除
染
実
施
計
画
の
策
定
区
域

は
、
隣
組
や
字（
あ
ざ
）単
位
で

判
断
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
区
域
ご
と
に
平
均
的
な

線
量
が
１
時
間
当
た
り
０
・
２
３

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
と

な
る
こ
と
が
要
件
で
す（
※
地

表
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を

計
測
し
た
値
が
基
本
と
な
り
ま

す
。
局
所
的
に
線
量
が
高
い
可

能
性
が
あ
る
地
点（
側
溝
、
樹

木
の
下
な
ど
）は
こ
の
計
画
策

定
区
域
の
測
定
地
点
と
し
な
い

こ
と
と
環
境
省
か
ら
示
さ
れ
て

い
ま
す
）。

　
　

町
内
空
間
放
射
線
量
率
は
、
役

場
前
で
０
・
０
９
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
前
後
と
ほ
か
の
地

域
と
比
べ
て
低
い
線
量
で
推
移

し
て
い
ま
す
が
、
町
内
全
域
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
点
の
測

定
結
果
を
も
と
に
し
て
、
計
画

策
定
要
件
に
当
て
は
ま
る
か
ど

う
か
を
判
断
し
ま
す
。

問
町
民
生
活
課

☎
７
２-

６
９
３
３

除
染
に
関
す
る
情
報

小
野
町
は
、
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、「
汚
染

状
況
重
点
調
査
地
域
」の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
指
定
を
受
け

た
市
町
村
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
環
境
汚
染
状
況

の
調
査
測
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
先
月
号

で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に「
空
間
放
射
線
量
率
調
査
」を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

除
染
に
関
す
る
情
報
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
よ
り
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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住
民
健
診
は
集
団
健
診
と
医
療
機

関
で
行
う
個
別
健
診
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、各
種
健
診
を
同
じ
会
場
で
、

同
時
に
実
施
す
る
集
団
健
診
を
ご
案

内
し
ま
す
。

◆
日
程　

　

７
月
22
日(

日)

か
ら
29
日（
日
）ま

で
の
８
日
間

◆
会
場

　

多
目
的
研
修
集
会
施
設

◆
健
診
内
容（
左
ペ
ー
ジ
表
参
照
）

１
．
特
定
健
診（
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
）

２
．
75
歳
以
上
の
方
の
健
診

３
．
そ
の
他
の
各
種
健
診

◎
特
定
健
診

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
各
医

療
保
険
で
受
け
る
義
務
と
さ
れ
て
い

る
健
診
で
す
。
国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
等
の
各
保
険
者
か
ら
、
案
内

通
知
や
受
診
券
が
送
ら
れ
ま
す
の
で

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　

①
保
険
証

　

②
受
診
券

　

③
費
用

　

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方

　
（
扶
養
家
族
も
含
む
）

    

職
場
ま
た
は
協
会
け
ん
ぽ
全
国

    

健
康
保
健
協
会
福
島
支
部

　
（
☎
０
２
４

５
２
３

３
９
１
９
）

問
国
民
健
康
保
険
の
方

　

町
民
生
活
課（
☎
７
２

６
９
３
３
）

◎
75
歳
以
上
の
健
康
診
査

　

75
歳
以
上
の
健
康
診
査
は
、
集
団

健
診
と
な
り
ま
す
。

年
１
回　

健
康
の
た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎
そ
の
他
各
種
健
診

　

医
療
保
険
に
関
係
な
く
、
対
象
年

齢
や
性
別
に
よ
り
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

詳
し
い
案
内
や
健
診
に
必
要
な
受

診
録
な
ど
は
、
７
月
上
旬
に
対
象
者

に
郵
送
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

問
健
康
福
祉
課

☎
７
２-

６
９
３
４

住

民

総

合

健

診

国民健康保険の方の受診券 国民健康保険以外の方の受診券
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１．特定健診（40歳から74歳までの方）
対象者 検査項目 受診者負担額 通知・問い合わせ先

国民健康保険（国保）の方 問診、身体測定、医師の診察、血圧、
コレステロール、中性脂肪、肝機能、
血糖、尿検査

＊国保の方は貧血、心電図、眼底検査を
　実施。

1,000円 町民生活課
（☎ 72-6933）

国民健康保険以外の方
（社会保険やその扶養の方）

会社等により
変わります。

職場または
協会けんぽ（全国健
康保険協会福島支部
☎ 024-523-3919）

２．75歳以上の方の健診
対象者 検査項目 受診者負担額 通知・問い合わせ先

後期高齢者医療の方
（受診日に75歳以上の方）

問診、身体測定、医師の診察、血圧、
コレステロール、中性脂肪、肝機能、
血糖、尿検査

＊貧血、心電図、眼底検査を全員に実施。

無料 町民生活課
（☎ 72-6933）

３．各種健診：加入している保険に関係なく受診できる健診
　　※年齢や内容を確認してください。　　　　　　　　　　　　　　　問健康福祉課　☎ 72-6934

健（検）診内容 対象者 検査項目 受診者負担額

30歳代の
生活習慣病予防健診 30～39歳の方 特定健康診査に準じ

た血液検査 500円

肝炎ウイルス検診
（B型・C型） 40歳以上で受けたことがない方 血液検査 500円

結核検診 65歳以上の方
胸部レントゲン
＊肺がん検診の胸部
　レントゲンと同じ
内容

無料

肺がん検診
40歳～64歳の方 胸部レントゲン 500円

50歳以上で喫煙指数600以上
６カ月以内に血

けったん

痰のあった方
喀痰検査 500円

胃がん検診 40歳以上の方 胃透視 500円

大腸がん検診 40歳以上の方 便潜血検査 500円

前立腺がん検診 50歳以上の方 血液検査 500円

放射線健康サポート検診 19歳以上の方 血液検査（貧血検査、
血小板、白血球分画） 無料

詳しい内容は、７月上旬に各世帯へのチラシでお知らせします。
小野町健康カレンダーの６・７月の内容や裏面の情報も併せてご覧ください。
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＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」を
　ご覧ください。

福島県総合医療情報システム 検索

＊こども救急電話相談
　（毎日、19:00～翌8:00）
　プッシュ回線・携帯電話からは　♯8000
　アナログ回線からは　024-521-3709
　詳しくは「こどもの救急について」をご覧く
　ださい。

休日当番のお医者さん

バーコード認識機能で、携
帯電話から「福島県総合医療
情報システム」をご覧いただ
けます。

平成24年５月１日現在
人　口　　10,853人（△37）
　男　　　 5,246人（＋２）
　女　　　 5,607人（△39）
世帯数　 3,510世帯（＋10）
（　）内は前月との増減
福島県現住人口調査結果から

小野町の人口

　■納め忘れのないように、ご確認ください。
　■納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

町県民税（１期）

納期限　7月2日㊊

索

福島県　こどもの救急 検索索

月　日 当 番 医 電話番号

６月17日㊐  島貫整形外科（小野町） ☎72-2722

        24日㊐  青山医院
（田村市常葉町） ☎77-2015

７月 １日㊐ せんざき医院
（三春町） ☎61-2777

　　 ８日㊐ 大方医院
（田村市船引町） ☎82-1117

　　15日㊐
かみや内科
クリニック
（小野町）

☎72-3212

　　16 日㊊ 奥秋医院
（田村市船引町） ☎86-2034

　　22 日㊐ 矢吹医院
（三春町） ☎62-3015

　　29 日㊐ 遠藤医院
（田村市船引町） ☎85-2016

　町では、地球温暖化対策の観点か
ら、環境負荷の少ない持続可能なま
ちづくりを推進するため、太陽光発
電システムを導入する方に対して、
設置費用の一部を補助します。
■補助対象となる太陽光発電システム
・住宅の屋根などへの設置に適し
た、太陽光エネルギーを電気に変
換し、低圧または高圧の配電線と
逆潮流有で連携するシステムで、
電力会社と電力需要契約を締結す
るもの

・中古品は対象外
■補助対象となる方
・自ら居住するまたは居住しようと
　する町内の住宅に太陽光発電シス
　テムを設置する方、町内の事業所
　等に太陽光発電システムを設置す
　る事業者
・町税を滞納していない方（申請者
　と生計を一にする方を含みます）
・以前、同一の種類の機器に対する
　町の補助金その他のこれに類する
　ものの交付を受けていない方
■補助金の額
・１kW当たり20,000円（個人は最
大４kW80,000円、事業所は５
kW100,000円まで。端数は、千円
未満切り捨て。）
※別途、国・県の制度があります
ので、　お問い合わせください。

■募集期間　12月28日㊎まで（先着順。
予定額に達した場合は、受け付けを
終了。）

■募集件数　26件
■注意事項
・補助金交付決定後に太陽光発電シ
ステム設置工事に着手していただ
きます（申請日には、工事未着工
であることが条件）。

・平成25年３月10日までに実績報
告を提出していただきます（平成
25年３月10日までに事業を終了
することが条件）。

・すでに太陽光発電システムを設置
した方は、補助金の交付対象とは
なりません。

問企画商工課　☎72-6938

環境 太陽光発電システム設置
費用助成

◎住宅・併用住宅（居住部分が全体の
２分の１以上）の浄化槽（市町村設置型
浄化槽）
　平成24年度に事業を実施される
場合は7万円の設置奨励補助金があ
ります。
　町が浄化槽を設置し、使用料を財源
に、維持管理を実施します。
■対象
　居住用の住宅の浄化槽であること
（事業用住宅は除く）。
▷設置分担金
　5～10人槽 25万円
　11人槽以上 別途ご相談ください。
▷浄化槽使用料
　5人槽 　　　  3,465円/月
　7人槽 　　　  4,725円/月
　10人槽 5,040円/月
　11人槽以上 別途ご相談ください。
　管理の内容は浄化槽の保守点検、
清掃（汚泥抜き取り）、法定検査を含
みます。
◎事業所・店舗等の浄化槽（個人設置
型浄化槽）
　合併処理浄化槽の設置費用の一部
を助成します。
■対象
　事業所、店舗など事業用の浄化槽
(50人槽以下)であること（店舗等併
用住宅の場合、居住部分が全体の２
分の１未満で11人槽以上の浄化槽
であること）。
・事前に補助申請をし、事業完了後、
　補助金を交付します。
・維持管理は、設置者の責任で行わ
　なければなりません。
　詳しくは、広報「おのまち」４月号
をご覧ください。
問地域整備課　☎72-6936

くらし 合併処理浄化槽のお知ら
せ
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くらし 若者の就職をサポートし
ます

特定不妊治療費の一部を
助成します子育て 労働保険の年度更新等の

お知らせ
～事業主の皆さんへ～

くらし「子どもの人権110番」週
間
６月 25 日㊊～７月３日㊋

くらし

男女共同参画週間
６月 23 日㊏～ 29 日㊎くらし

　平成24年度の労働保険の年度更新
の申告期限は７月10日㊋です。
　期限までに最寄りの銀行、郵便局、
労働基準監督署、福島労働局において
手続きをされますようお願いします。
　ただし田村市・南相馬市・川俣
町・広野町・楢葉町・富岡町・川内
村・大熊町・双葉町・浪江町・葛尾
村・飯舘村の地域の事業場について
は、東日本大震災により労働保険料
の申告・納付期限を延長していま
す。
問福島労働局総務部労働保険徴収室
☎ 024-536-4607

　就職意欲のある若年者を対象とし
て「就職力」のスキルアップを図る
セミナーや「企業見学会」「合同企
業説明会」が郡山市を含め県内５地
域で次のとおり開催されます。
■対象者
　40 歳代前半までの求職者、既卒
者、学生
■開催場所・日程
＜郡山会場＞
　市民交流プラザ（ビッグアイ）
▷セミナー
　６月26日㊋・29日㊎、７月３日㊋・
10日㊋
▷企業見学会　７月中旬予定
▷合同企業説明会　７月26日㊍
※そのほかは福島、いわき、会津若
　松、南相馬の各会場です（日程は
　異なります）。
　詳しくはお問い合わせください。
問新潟総合学院キャリア推進事業部
☎024-956-1028
ホームページ
http://fsg-career.com

　法務省と全国人権擁護委員連合会
では、学校における「いじめ」や家
庭内における児童虐待など、子ども
をめぐるさまざまな人権問題の解決
を図るため、電話相談を行います。
　相談は無料で、秘密は固く守られ
ます。困りごとや悩みごとなどお気
軽にご相談ください。
【子ども人権 110 番】
■日時
　６月 25日㊊～７月３日㊋
　平日：８:30 ～ 19:00
　㊏・㊐：10:00 ～ 17:00
☎ 0120-007-110（フリーダイヤル）
■相談担当
　人権擁護委員、法務局職員

　本年度の男女共同参画週間は「男
女共同参画による日本再生」を重点
とします。
　キャッチフレーズは「あなたがい
るわたしがいる　未来がある」です。
　人口減少・高齢化が進む中で、東
日本大震災からの復旧・復興、日本
経済の再生など、さまざまな課題の
解決を迫られるわが国において、女
性が社会のあらゆる場面に参画し、
その能力を発揮することが、ますま
す必要とされています。
　女性が日本再生の担い手として重
要な役割を果たすことは、元気な日
本を取り戻す鍵となります。
内閣府男女共同参画局ホームページ
http://www.gender.go.jp

　町では、不妊治療を行う夫婦の経
済的負担を軽減するため、保険診療
の適応とならない特定不妊治療（体
外受精、顕微鏡受精の治療）の一部
を助成します。
■助成の対象者
　次の要件をすべて満たす方
①指定医療機関で特定不妊治療を受
　けた夫婦
②夫婦またはいずれか一方が町内に
　住所を有する方
③町税等の滞納がない方
■助成額および助成期間
　医療保険対象外の治療に対して、
・１回の治療につき10万円まで
・１年度当たり２回まで
・通算５年間
　指定医療機関や申請方法などにつ  
いて詳しくは、お問い合わせください。
問健康福祉課　☎72-6934

　７月１日㊐に河川クリーンアップ
作戦を実施します。
　ふるさとの川をいつまでも美しく
保つため、皆さんのご協力をお願い
します。
　作業内容などの詳細については、
後日お知らせします。
問地域整備課　☎ 72-6936

環境 河川クリーンアップ作戦
を実施します！

　福島県では、７月から毎月８日・
９日を｢マイバッグ推進デー｣と設定
し、マイバッグの持参を推進します。
　例えば、レジ袋１枚を辞退するこ
とで18.3mlの石油が節約でき、その
ことが地球温暖化防止にもつながり
ます。皆さんのご協力をお願いしま
す。
　また福島県では｢マイバッグ推進
デー｣の協力店を募集しています。
お申し込み・お問い合わせは、福島
県環境共生課までお願いします。
問福島県環境共生課　
☎ 024-521-7248

環境 地球にやさしい買い物を
毎月８日・９日はマイバッ
グ推進デー
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　私たちの生活の中でガソリンなど
の燃料や、塗料などの危険物は幅広
く利用されています。
　しかし低い温度でも着火しやす
く、ひとたび取り扱いを誤ると、生
命や財産を一瞬で奪ってしまう恐れ
があります。
　ガソリン・灯油・軽油などは、目
に見えない可燃性蒸気が発生します
ので、周囲での火気の使用は絶対に
やめましょう。
　また家庭内には危険物を含むいろ
いろな製品がありますので、取扱説
明書や注意書きをよく読み、正しく
安全に使用しましょう。
「危険物　めざせ完封　ゼロ災害」
問郡山市消防本部予防課
☎024-923-1850

　「災害時要援護者」とは、高齢者・
障がい者・介護認定者など災害時に
手助けが必要な方をいいます。
　地震や水害などの災害時に、要援
護者が身を守るには、事前の準備と
地域の方々の助け合いが必要です。
　要援護者の避難支援には、自助・
共助を基本とした迅速・確実な情報
伝達や避難誘導体制を整えて、具体
的な避難支援計画を決めておくこと
が大切です。
　日頃から、町内会、自主防災会な
どが中心となり、地域全体が一体と
なって、災害時要援護者の避難支援
体制づくりを進めましょう。
「防災は　家族と地域の　絆から」
問郡山市消防本部消防課
☎024-923-8173

消防 災害時要援護者対策の
推進

消防 危険物からの事故防止

福祉

　児童手当受給者は、毎年６月に現
況届の提出が義務付けられていま
す。これは、受給者の健康保険の加
入状況や児童の扶養状態などを確認
するためのものです。
　この現況届を提出しなければ、６
月以降の手当が支給されません。
　手当の受給者には個別に通知して
いますので、必要書類を確認の上、
６月末日までに忘れずに提出してく
ださい。
問健康福祉課　☎72-6934

児童手当　現況届を忘れ
ずに！

■趣旨
　高齢社会を迎え長寿者が年ごとに
増加する中にあって、夫婦そろって
結婚50年の金婚式を迎えることは、
まさに慶祝すべきことです。夫婦が
ともに助け合い力を合わせて良き家
庭を築き、地域社会に貢献してきた
労苦に報いるため、県内で金婚を迎
えるご夫婦に表彰状と記念品を贈
り、県民みんなでこれを祝福しよう
とするものです。
■主催
　財団法人福島県老人クラブ連合
会、株式会社福島民報社
■後援
　福島県、福島県市長会、福島県町村会
■表彰該当者
　昭和37年１月１日から同年12月
31日までに結婚した夫婦全組を対
象とします。
　ただし昨年までに届け出漏れの
あった方もその対象となります。
■受付期間　７月14日㊏まで
※新聞紙上に掲載する都合上、締め
　切りまでにお願いします。
■申し込み方法
　所定の申込書に必要事項を記入の
上、老人クラブ連合会会長に提出し

てください。
　なお金婚夫婦申込書は老人クラブ
連合会会長宅、健康福祉課、小野町
社会福祉協議会にあります。
■表彰伝達
　９月17日㊊に行われる小野町敬
老会の席上で表彰します。なお表彰
式では１組が代表受理となります。
■その他
　９月に福島民報「祝:金婚夫婦」特
集で氏名、年齢が掲載されます。な
お福島民報社では金婚アルバムを発
行しますが、その他の業者のいかが
わしいセールスなどには十分にご注
意ください。
問小野町社会福祉協議会　☎72-6866
問小野町老人クラブ連合会会長（村上久さん）
☎73-2408

福祉 しあわせ金婚夫婦表彰の
ご案内

　電気器具は便利なものですが、
誤った使用方法や不注意から火災と
なる場合があります。使用する際に
は、次のことに注意しましょう。
◎電気配線からの出火防止
・コンセントを定期的に掃除し、差
　し込みプラグに付いたほこりなど
　を取り除く。
・傷付いたコード、束ねた状態や重い
　ものを載せた状態では使用しない。
・たこ足配線は絶対にしない。
◎電気器具の点検
・古い電気器具を使用するときや、
使用中に普段と違った音や動きに
気付いたときは、すぐに使用をや
め、専門の業者に点検を依頼する。
◎電気器具の正しい使用
・取扱説明書をよく読み、誤った使
い方をしない。
・プラグが変形しているものは使用
しない。また使用しないときは差
し込みプラグをコンセントから抜
く。
問郡山市消防本部予防課
☎024-923-8172

消防 電気器具の安全な
取り扱い
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広　

告　

欄

翁
媼
杉
が
見
守
っ
て
い
ま
す

大
杉　

み
ゆ
き

（
塩
庭
一
区
出
身
／
東
京
支
部
）

　

私
は
、塩
庭
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
た
家
の
近
く
に
は
、
諏

訪
神
社
の
参
道
が
あ
り
杉
の
古
木

が
立
ち
並
び
、
そ
の
中
に「
翁
ス

ギ
」「
媼
ス
ギ
」と
呼
ば
れ
る
、
ひ

と
際
見
事
な
一
対
の
夫
婦
杉
が
あ

り
ま
す
。
推
定
樹
齢
１
，
２
０
０

年
と
い
わ
れ
地
域
の
守
り
神
で
あ

り
、
昭
和
12
年
に
は
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は「
翁
媼
杉
」と
呼
び
、
子
ど
も

の
頃
の
遊
び
場
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
地
域
の
中
心
的
場
所
だ
っ
た

よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
私

は
中
学
を
卒
業
す
る
ま
で
暮
ら
し

た
地
だ
け
に
思
い
出
が
た
く
さ
ん

よ
み
が
え
り
ま
す
。
二
本
の
杉
が

真
っ
す
ぐ
に
伸
び
威
厳
を
発
し
て

い
る
よ
う
で
、
く
じ
け
そ
う
な
時

は
い
つ
も「
翁
媼
杉
」を
思
い
出
し

て
は
、
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

小
さ
い
時
か
ら
大
好
き
だ
っ
た

歌
を
歌
い
、
じ
い
ち
ゃ
ん
や
ば
あ

ち
ゃ
ん
に「
幸
江
は
歌
が
上
手
だ

ね
」と
褒
め
ら
れ
る
の
が
う
れ
し

く
て
、
い
つ
も
美
空
ひ
ば
り
の

「
港
町
十
三
番
地
」を
歌
っ
て
お
り

ま
し
た
。
今
で
も
仕
事
を
し
な
が

ら
、
東
京
の
北
多
摩
地
域
を
中
心

に
コ
ン
サ
ー
ト
や
歌
の
好
き
な
皆

さ
ん
の
発
表
会
な
ど
を
主
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
小
野
町
が
開
催
し

た「
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」に

「
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
」の
皆
さ
ん

と
ご
一
緒
に
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
多
く
の
参
加
者
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
に
、
私
の
出
番
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
、
故
郷
の
皆
さ

ん
・
空
気
・
土
の
匂
い
に
抱
か

れ
、
一
生
懸
命
歌
え
ま
し
た
。
大

き
な
激
励
の
拍
手
を
頂
き
感
動
い

た
し
ま
し
た
。
私
が
出
場
す
る
会

場
で
は
必
ず
、
義
援
金
の
協
力
を

呼
び
か
け
て
お
り
、
当
日
は
昨
年

の
３
月
11
日
の
大
震
災
・
原
発
被

害
と
二
重
の
被
害
に
苦
し
む
小
野

町
の
皆
さ
ん
に
と
、
頂
い
た
義
援

金
を
宍
戸
町
長
に
直
接
お
渡
し
す

る
こ
と
が
で
き
て
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
帰
り
に
私
の
名

前「
大
杉
み
ゆ
き
」の
大
杉
を
頂
い

た
、
諏
訪
神
社
の
翁
媼
杉
に
立
ち

寄
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
今
も
元
気

に
歌
え
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て

感
謝
し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

育
て
て
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と

小
野
町
に
心
か
ら
感
謝
し
、
今
後

と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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国民年金
コーナー

退職（失業）による
特例免除制度

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
退
職（
失

業
）す
る
と
、
役
場
で
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の

手
続
き
を
行
い
、
平
成
24
年
度
は

月
額
１
万
４
，
９
８
０
円
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保

険
料
を
納
め
な
く
と
も
免
除
さ
れ

た
期
間
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年

　

金
の
受
給
資
格
期
間
の
25
年
に

　

算
入
さ
れ
ま
す
。

②
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
の

　

年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

③
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

　

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

　

れ
ま
す
。

◆
退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除
制
度

　

免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ

の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
方

は
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用
で
き

ま
す
。

　

こ
の
特
例
免
除
で
は
、
通
常
は

審
査
の
対
象
と
な
る
ご
本
人
の
所

得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
配
偶
者
、
世

帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含

　

ま
れ
ま
す
。

◆
手
続
き

　

特
例
免
除
の
申
請
に
は
、「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」を

役
場
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す（
申
請
書
は
役
場
ま
た
は
年
金

事
務
所
に
あ
り
ま
す
）。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場

　

合
は
不
要
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

　

き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し

　
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、　

　

離
職
票
な
ど
）

◆
被
扶
養
配
偶
者
の
方

　

厚
生
年
金
加
入
者
の
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方

は
、
配
偶
者
の
退
職（
失
業
）に

よ
っ
て
、
国
民
年
金
の
種
別
が
、

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被

保
険
者
に
変
わ
り
、
保
険
料
の
納

付
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
方

も
、
配
偶
者
の
方
が
退
職（
失
業
）

時
の
特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
免
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
10
年
以
内
に「
追
納
」を
し

て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

免
除
制
度
と
追
納
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
年
金
事
務
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４

９
３
２

３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２

６
９
３
３

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
か
ら

◎
新
任
の
副
院
長
を
紹
介
し
ま
す

当
病
院
の
副
院
長

と
し
て
就
任
し
た

尾
澤　

康
彰（
お

ざ
わ　

や
す
あ
き
）

医
師
を
紹
介
し
ま

す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
公
立
小
野

町
地
方
綜
合
病
院
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
尾
澤
康
彰
で
す
。

私
は
、
い
わ
き
市
小
名
浜
出
身
で
す
が
、

両
親
が
田
村
市
の
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
小
野
町
に
は
何
度
も
来
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
縁
あ
っ
て

当
地
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
な
つ
か

し
さ
と
親
し
み
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
、
一
般
内
科
と
腎
臓
内
科

（
血
液
透
析
や
腎
炎
、
腎
不
全
な
ど
の
腎

臓
疾
患
）で
、
長
ら
く
こ
の
分
野
で
仕
事

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
病
院
に
は
血
液
透
析
施
設
が
あ
り
、

多
く
の
透
析
患
者
さ
ん
や
腎
臓
を
患
っ
た

患
者
さ
ん
が
通
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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お誕生おめでとうお誕生おめでとう
氏　　名 父　・　母 行政区

橋本　琉生（る　い）智　樹・ 愛 本 町

遠藤　千晴（ちはる） 裕　一・幸　子 大 八

宍戸　吏隆（り　お） 隆　一・さゆり 中 通

浪岡　　丈（じょう） 勝　也・音　羽 平 舘

新田　琉聖（る　き） 良　則・かすみ 浮 金

草野　昴喜（こうき） 拓　哉・亜由美 塩庭一区
（４月届出分）

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

おわびと訂正おわびと訂正

氏　　名 年　齢 行政区
廣　瀬　も　と 90 吉 野 辺

 （平成23年12月届出分）

割　谷　ヨ　ネ 97 夏 井

西　牧　重　治 84 上羽出庭

 （３月届出分）

藁　谷　　　愛 73 中　　通

金　田　保　子 85 谷 津 作

村　上　津太重 88 皮 籠 石

大　方　ハ　ツ 91 飯 豊 上

郡　司　フ　ク 98 飯 豊 上
 （４月届出分）
※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
　います。

　４月に実施した水道水の水質検査の結果は、
次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
塩化物イオン 200mg/l以下 6.8mg/l
有機物（TOC） 3mg/l以下 0.7mg/l
PH値 5.8～8.6 7.2
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1度
濁度 2度以下 <0.1度

上水道水質検査結果

問地域整備課　☎ 72-6936

広報「おのまち」４月号８ページの「新
エネルギーに関する出前講座」の記事
中、講師の名前が「高橋淳准教授」と
なっていますが、正しくは「伊藤淳
准教授」です。おわびして訂正しま
す。

Calendar行事カレンダー

多目的研修集会施設
母 母子健康センター
子育て支援センター

役 役場
子 研
ふ ふるさと文化の館

月　日 行　　　事
6/16㊏

  17㊐ ●９カ月児健診（受付14:00～15:00）（島貫整形外科）
　　窓口開庁日（8:30~17:15）

 18㊊

  19㊋ 　　あそびの広場（9:30~11:30）
　　こころの相談室（13:00~15:00）

 20㊌ 　　３カ月児健診（受付13:00~13:30）
　　窓口延長日（19:15まで）

  21㊍ 　　精神保健デイケア（10:00~14:00）

 22㊎ 　　ヘルスアップ運動教室（13:30~15:30）

    23㊏ 　　あそびの広場（9:30~11:30）

    24㊐

    25㊊

    26㊋ 　　あそびの広場（9:30~11:30）
　　２歳児歯科教室（受付13:00~13:30）

    27㊌ 　　窓口延長日（19:15まで）

    28㊍ ●献血

    29㊎ 　　育児教室（受付10:00~10:15）
　　休館日

    30㊏ 　　あそびの広場（9:30~11:30）

   7/  1㊐ ●河川クリーンアップ作戦

       2㊊ 　　ヘルスアップ運動教室（13:30~15:30）

 3㊋ 　　あそびの広場（9:30~11:30）
　　健康相談日（9:00~17:00）

       4㊌ 　　窓口延長日（19:15まで）

       5㊍

       6㊎

       7㊏ 　　あそびの広場（9:30~11:30）

       8㊐

       9㊊ 　　少年の主張大会

     10㊋ 　　あそびの広場（9:30~11:30）

     11㊌ 　　窓口延長日（19:15まで）

     12㊍ 　　こころの相談室（10:00~12:00）
　　人権相談（10:00~15:00）

     13㊎

     14㊏ 　　あそびの広場（9:30~11:30）

     15㊐ 　　窓口開庁日（8:30~17:15）

役

役

役

役

役

役

研

研
研

母
母

母

母

母

母

子

子

子

子

子

子

子

ふ

研

子

子



『三ねんねたろう』
大川悦生／文　渡辺三郎／画　ポプラ社

『散歩写真のすすめ』
樋口聰／著　文春新書　文藝春秋

問ふるさと文化の館  ☎72-2120

　広報
おのまち
2012年6月号No.592

編集と発行／小野町役場　企画商工課
　　　　　　福島県田村郡小野町大字小野新町字舘廻92
　　　　　　TEL　0247-72-2111㈹　　FAX　0247-72-3121
　　　　　　ホームページ　http://www.town.ono.fukushima.jp
　　　　　　メール　　　　info@town.ono.fukushima.jp
　　　　　　　※記事については、常用漢字・人名用漢字で記載しています。
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この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

Libr ary

Information
ふるさと文化の館情報

こどもの日おたのしみ会を開催

　こどもの日おたのしみ会が５月３日に行われました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、参加した子どもた
ちは職員の語る季節のお話に熱心に耳を傾けていました。
　お話を聞いた後は、はさみやのり・わりばしを使った
こいのぼりの工作に挑戦しました。作り方の説明を聞き
ながら、紙を切ったりテープを貼ったりし、約30分で青
と赤２匹のこいのぼりが出来上がりました。
　頑張って作った自分だけのこいのぼりは、５月５日の
こどもの日にはおうちに飾られていたことと思います。

Books

　年がら年中眠ってお
る若者がいた。村の人
たちは「ねたろう」とあ
だ名を付けた。ねたろ
うが眠り始まって三年
と三月がたったとき、
ねたろうは目を覚まし
村のはずれにある小川へ向かっていった。
　日本の昔話でも有名な「三ねんねたろう」。こ
の本の元になったお話は山口県のものですが、
全国どこにでも同じようなお話が伝わっていま
す。絵は小野町出身の渡辺三郎氏です。

　デジタルカメラやカメラ付き
携帯電話の普及で、写真は手軽
に「ふとした日常の一コマ」を
記録できるものになりました。
　散歩をしながら、写真を撮る
ことは自分の見たものを記録す
ること。それは自分の記録＝自
分史となっていくと作者は言います。たわいのない日常
にある深さを映し出す「散歩写真」の面白さについて、機
材選び、撮影テクニック、写真自分史や写真日記をつく
る手法といった具体的方法とともに紹介されています。
　さあ、カメラを持って外に散歩に出掛けてみませんか？

金環日食の経過（右上から）




